




























































































































































































































































































































































































金子淳（2001＝ 2010）「戦後日本の博物館学の系譜に関する一考察」，浜田弘明編（2010）『平成 19～ 21年度科
学研究費補助金基盤研究（C）研究成果報告書　博物館学資料「鶴田文庫」の整理・保存及び公開に関する調
査・研究』，58–63。
木場一夫（1949）『新しい博物館―その理論と教育活動』，日本教育出版社（伊藤寿朗監修（1991）『博物館基本文
献集』第 12巻所収，大空社。小川利夫・寺崎昌男・平原春好企画，山口源次郎・君塚仁彦編（2001）『日本現
代教育基本文献叢書・社会・生涯教育文献集Ⅵ』第 57巻所収，日本図書センター）。
栗山究（2007）「日本における『機能主義博物館論』の一展開―伊藤寿朗博物館論の視点から（前編）」，『早稲田
大学大学院教育学研究科紀要』別冊 15号–1，137–147。
栗山究（2008）「日本における『機能主義博物館論』の一展開 2―伊藤寿朗博物館論の視点から（中編）」，『早稲
田大学大学院教育学研究科紀要』別冊 16号–1，73–83。
栗山究（2009）「日本における『機能主義博物館論』の一展開 3―伊藤寿朗博物館論の視点から」，『早稲田大学大
学院教育学研究科紀要』別冊 17号–1，97–111。
鷹野光行（1999）「博物館の機能再考」，お茶の水女子大学社会教育研究会編『人間の発達と社会教育学の課題』，
学文社，24–39。
鶴田総一郎（1956）「博物館学総論」，日本博物館協会編『博物館学入門』，理想社，10–122（伊藤寿朗監修（1991）
『博物館基本文献集』別巻所収，大空社，1–117。小川利夫・寺崎昌男・平原好春企画，山口源次郎・君塚仁彦
編（2001）『日本現代教育基本文献叢書・社会・生涯教育文献集Ⅵ』第 56巻所収，日本図書センター）。
※伊藤寿朗博物館論における「機能主義博物館論批判」の文脈である［1］から［18］までの書誌情報は［栗山
2009］を参照のこと。
